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Ａ
Ｉ
活
用
を
加
速

Ａ
Ｉ
活
用
を
加
速

す
る
自
動
化
レ
ベ

す
る
自
動
化
レ
ベ

ル
の
共
通
基
準

ル
の
共
通
基
準

　
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
２
０
１
４
年
に
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
で
創
業
し
て
以

来
、
保
険
業
界
に
特
化
し
た

Ａ
Ｉ
活
用
を
推
進
し
、
不
正

検
知
か
ら
保
険
金
請
求
プ
ロ

セ
ス
全
体
の
効
率
化
ま
で
幅

広
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
展
開
し
て
い

る
。
18
年
に
は
日
本
法
人
の

シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
を
設
立
し
、
現
在
、
同

社
の
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
国
内
の
生
損
保
５
社
で
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
の
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
は
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
適
切
な
判
断
を
支
援

す
る
。
案
件
ご
と
の
優
先
度

や
複
雑
度
、
疑
義
の
度
合
い

を
可
視
化
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
評
価
に
至
っ
た
根
拠
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
査
定
業

務
の
効
率
化
と
判
断
プ
ロ
セ

ス
の
透
明
化
を
両
立
し
て
い

る
点
が
大
き
な
特
長
だ
。

　
24
年
に
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
、

さ
ら
に
25
年
に
は
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
型
Ａ
Ｉ
の
機
能
を
統
合

し
、
請
求
受
付
、
調
査
、
責

任
割
合
の
判
定
と
い
っ
た
業

務
を
自
律
的
に
実
行
す
る
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
の
製
品

化
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

　
同
社
は
、
数
十
億
件
に
の

ぼ
る
保
険
金
請
求
や
契
約
に

関
連
す
る
デ
ー
タ
を
分
析
し

て
き
て
お
り
、
保
険
業
務
デ

ー
タ
分
析
知
見
が
蓄
積
さ
れ

て
き
て
い
る
。
こ
の
知
見
に

よ
り
、
保
険
会
社
が
A
I
活

用
を
行
う
上
で
必
要
な
デ
ー

タ
分
析
精
度
向
上
を
支
援
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
ま
た
、
人
間
に
よ
る
チ
ェ

ッ
ク
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
既
存

シ
ス
テ
ム
と
の
統
合
と
い
っ

た
保
険
会
社
が
求
め
る
厳
格

な
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、

さ
ら
に
、
既
存
の
モ
デ
ル
や

ス
コ
ア
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
、

Ａ
Ｐ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
か

ら
、
保
険
会
社
は
大
規
模
な

シ
ス
テ
ム
刷
新
を
行
う
こ
と

な
く
生
産
性
と
業
務
品
質
の

向
上
を
実
現
で
き
る
。

　
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
の

特
長
は
、
明
確
な
目
標
を
設

定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て

自
律
的
に
行
動
す
る
点
に
あ

る
。
保
険
金
請
求
業
務
を
例

に
と
れ
ば
、
提
出
書
類
か
ら

必
要
な
情
報
を
抽
出
し
、
内

容
の
整
合
性
や
疑
義
の
有
無

を
判
断
し
た
上
で
、
担
当
者

に
対
し
優
先
度
や
推
奨
ア
ク

シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
な
ど
、

自
ら
実
行
結
果
を
評
価
し
な

が
ら
判
断
・
実
行
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
り
目
標
達
成
を

図
る
。
将
来
的
に
は
、
こ
う

し
た
サ
イ
ク
ル
の
全
て
を
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
に
担
わ

せ
る
こ
と
で
、
人
的
負
担
の

大
幅
な
軽
減
と
判
断
の
均
質

化
・
高
度
化
の
実
現
を
目
指

す
。

　
一
方
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

型
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
進
め
る
上

で
は
、
ど
の
業
務
を
ど
の
レ

ベ
ル
ま
で
自
律
化
す
る
の
か

が
重
要
な
論
点
と
な
る
。
し

か
し
、
Ａ
Ｉ
の
能
力
や
自
律

性
を
客
観
的
に
評
価
す
る
業

界
共
通
の
基
準
は
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず
、
実
用
化
に
向
け

た
共
通
基
準
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
同
社
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
型
Ａ
Ｉ
の
自
律
性
（
自
動

化
レ
ベ
ル
）
を
５
段
階
で
評

価
す
る
標
準
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
を
策
定

し
た
。
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」

は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ

の
能
力
を
①
Ａ
ｎ
ｓ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ

（
回
答
）
②
Ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
ｍ

ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
（
提
案
）
③
Ｉ
ｎ

ｉ
ｔ
ｉ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
（
始
動
・
準

備
）
④
Ｓ
ｏ
ｌ
ｖ
ｅ
ｓ
（
解

決
）
⑤
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
（
超

越
）―
の
５
段
階
で
整
理
し

た
も
の
で
、
保
険
会
社
が
自

社
に
適
し
た
導
入
計
画
や
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
検
討
す
る
際
の

指
針
と
な
る
。

　「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
は
、
10

年
以
上
に
わ
た
り
保
険
会
社

の
Ａ
Ｉ
運
用
を
実
装
し
て
き

た
同
社
の
知
見
を
基
に
、
自

動
車
業
界
の
自
動
運
転
基
準

「
Ｓ
Ａ
Ｅ
　
Ｊ
３
０
１
６
」

を
モ
デ
ル
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。

　
同
社
は
こ
れ
ま
で
、
米
国

で
累
計
20
億
㌦
規
模
の
不
正

請
求
の
摘
発
に
貢
献
し
た
ほ

か
、
不
正
調
査
着
手
率
を
業

界
平
均
の
約
４
倍
、
調
査
ス

ピ
ー
ド
を
約
５
倍
に
向
上
さ

せ
る
な
ど
の
成
果
を
実
現
し

て
き
た
。

　「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
で
示
さ

れ
る
各
自
動
化
レ
ベ
ル
は
、

こ
う
し
た
実
績
に
裏
打
ち
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
方

向
性
を
示
す
だ
け
で
な
く
、

そ
の
有
効
性
を
実
証
す
る
指

標
と
し
て
の
意
味
合
い
も
持

つ
。

　
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ

シフトテクノロジー　

ャ
パ
ン
　
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ネ

ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
藤

井
達
司
氏
は
、
「
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
型
Ａ
Ｉ
を
保
険
業
界
全

体
で
責
任
を
持
っ
て
導
入
し

て
い
く
た
め
に
は
、
自
律
性

を
評
価
す
る
共
通
基
準
が
不

可
欠
だ
。
『
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
』

が
業
界
の
健
全
な
Ａ
Ｉ
活
用

を
支
え
る
“
共
通
イ
ン
フ

ラ
”
と
し
て
、
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
今

後
は
、
日
本
の
保
険
会
社
の

実
情
に
即
し
た
形
で
、
Ａ
Ｉ

が
ど
の
業
務
を
ど
こ
ま
で
担

う
べ
き
か
を
皆
さ
ま
と
共
に

議
論
し
、
業
界
に
ふ
さ
わ
し

い
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
の

将
来
像
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
」
と
展
望

を
語
る
。

　
※
「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
」
の
詳

細
に
つ
い
て
は
：https://

w
w
w
.sh
ift-technolo

g
y.com

/ja/resou
rce

s/reports-an
d-insig

h

ts/arise

生
成
Ａ
Ｉ

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の

時
代
の

書
類
書
類
不
正
対
策

不
正
対
策

　
近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
高
度

な
編
集
ツ
ー
ル
の
普
及
に
よ

り
、
保
険
金
請
求
時
に
提
出

さ
れ
る
本
人
確
認
書
類
や
診

断
書
、
請
求
書
、
修
理
見
積

書
、
事
故
写
真
な
ど
の
偽
造

・
改
ざ
ん
は
一
段
と
巧
妙
化

し
て
お
り
、
書
類
不
正
は
保

険
会
社
に
と
っ
て
看
過
で
き

な
い
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
、
膨
大
な
請
求

書
類
や
過
去
デ
ー
タ
を
目
視

の
み
で
確
認
・
照
合
す
る
に

は
限
界
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
シ

フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
保

険
業
界
に
特
化
し
た
豊
富
な

知
見
と
生
成
Ａ
Ｉ
、
予
測
解

析
技
術
を
融
合
さ
せ
た
書
類

不
正
検
知
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
る
。
同
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
生
成
Ａ
Ｉ

で
書
類
の
種
類
を
自
動
判
別

し
て
必
要
な
情
報
を
抽
出

し
、
社
内
外
の
デ
ー
タ
と
の

照
合
・
分
析
を
通
じ
て
不
正

リ
ス
ク
を
ス
コ
ア
化
す
る
こ

と
で
迅
速
な
対
応
を
促
す
。

　
例
え
ば
、
事
故
写
真
の
加

工
や
同
一
画
像
の
使
い
回

し
、
請
求
書
の
一
部
改
ざ
ん

な
ど
の
検
知
が
可
能
な
ほ

か
、
撮
影
日
時
や
位
置
情
報

の
分
析
に
よ
り
、
過
去
の
写

真
を
事
故
証
拠
と
し
て
流
用

す
る
ケ
ー
ス
も
発
見
で
き

る
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
生
成
画

像
に
つ
い
て
も
画
像
構
造
や

メ
タ
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
不

自
然
な
特
徴
や
事
故
状
況
と

の
矛
盾
を
検
出
す
る
。

　
書
類
単
体
で
は
な
く
、
複

数
の
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ

た
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
高
度
な
不
正
検
知
を
実
現

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
書

類
の
み
を
解
析
す
る
場
合
と

比
べ
、
不
正
の
検
出
・
阻
止

件
数
が
約
２
倍
に
向
上
し
た

と
い
う
。

　
ま
た
、
大
量
デ
ー
タ
を
ま

と
め
て
処
理
す
る
バ
ッ
チ
解

析
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
の

両
方
に
対
応
し
て
お
り
、
既

存
シ
ス
テ
ム
や
同
社
の
各
種

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
連
携
も
可
能
だ
。

　
同
社
の
書
類
不
正
検
知
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
強
み
は
、

不
正
検
知
そ
の
も
の
に
と
ど

ま
ら
な
い
点
に
あ
る
。
文
書

の
分
類
や
情
報
抽
出
、
不
正

兆
候
の
分
析
を
自
動
化
す
る

こ
と
で
、
大
量
の
案
件
の
中

か
ら
リ
ス
ク
の
高
い
案
件
を

効
率
的
に
抽
出
し
、
調
査
担

当
者
が
本
来
注
力
す
べ
き
案

件
に
集
中
で
き
る
環
境
を
実

現
し
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
時

代
に
お
い
て
多
層
的
な
不
正

検
知
体
制
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
中
、
同
社
は
そ
う
し
た

体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｕ
×
Ａ
Ｉ
で

Ｓ
Ｉ
Ｕ
×
Ａ
Ｉ
で

組
織
的
不
正
を
可

組
織
的
不
正
を
可

視
化
視
化

　
不
正
の
手
口
が
高
度
化
す

る
中
、
欧
米
で
は
保
険
会
社

や
業
界
団
体
、
警
察
な
ど
が

連
携
し
、
体
系
的
に
不
正
対

策
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
対

策
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
が
Ｓ
Ｉ
Ｕ

だ
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｕ
は
、
組
織
犯
罪
対

応
チ
ー
ム
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
部
門
、
現
場
調
査
員
、

各
分
野
の
専
門
家
ら
で
構
成

さ
れ
、
不
正
の
疑
い
の
あ
る

案
件
の
調
査
に
加
え
、
デ
ー

タ
分
析
や
関
係
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
可
視
化
を
通
じ
て
組

織
的
不
正
の
実
態
解
明
と
未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
こ
う
し
た
不
正
対
策
を
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
面
か
ら
支
え
る

た
め
、
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー

タ
分
析
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検

知
の
仕
組
み
を
提
供
し
て
い

る
。
英
国
で
は
、
１
億
件
を

超
え
る
請
求
・
契
約
デ
ー
タ

に
加
え
、
不
正
通
報
シ
ス
テ

ム
や
不
正
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

同
社
は
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
基

盤
を
活
用
し
な
が
ら
、
業
界

横
断
で
不
正
に
対
処
す
る
体

制
の
構
築
に
寄
与
し
て
い

る
。

　
英
国
に
お
け
る
組
織
的
不

正
の
一
例
と
し
て
、「
Ｃ
ｒ
ａ

ｓ
ｈ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｃ
ａ
ｓ
ｈ
」

と
呼
ば
れ
る
意
図
的
に
交
通

事
故
を
起
こ
す
組
織
的
保
険

金
詐
欺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一

見
す
る
と
通
常
の
交
通
事
故

に
見
え
る
た
め
、
個
別
案
件

の
調
査
だ
け
で
は
不
正
の
発

見
は
困
難
だ
が
、
同
社
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
検
知
に
よ
り
、

複
数
の
事
故
に
共
通
す
る
電

話
番
号
を
手
掛
か
り
と
し
て

50
件
以
上
の
不
正
請
求
と
の

関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
あ
る
保
険
会
社

で
は
約
６
０
０
万
ポ
ン
ド

（
約
11
・
４
億
円
）
の
損
失

回
避
に
つ
な
が
っ
た
ほ
か
、

こ
の
事
例
を
基
に
新
た
な
検

知
ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
、
業

界
全
体
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。

　
英
国
の
事
例
は
、
デ
ー
タ

分
析
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
知

と
、
Ｓ
Ｉ
Ｕ
の
よ
う
な
専
門

組
織
の
知
見
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
巧
妙
化
・
組
織

化
す
る
不
正
へ
の
対
応
が
可

能
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

支
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
不
正
対
策

の
高
度
化
に
貢
献
し
て
い

る
。

広告企画

書
類
偽
装
か
ら
組
織
的
詐
欺
ま
で
不
正
対
策
を
高
度
化

藤井氏

保険業務を再定義するエージェント型ＡＩ
　
保
険
業
界
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
は
試
行
錯
誤
の
段
階
を
超
え
、
Ａ
Ｉ
を
査
定
や
調
査
な
ど
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
に
組
み

込
み
、
成
果
に
つ
な
げ
る
実
装
段
階
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
保
険
業
界
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
し
て
、
保
険
金
不
正
請
求
検
知
を
起
点
に
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
き
た
シ
フ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
機
能
を
活
用
し
た
製
品
を
提
供
す
る
段
階
か
ら
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
を
主

力
製
品
と
し
て
提
供
す
る
段
階
へ
と
進
化
を
遂
げ
、
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
と
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
し
た
。
本
稿
で
は
、
同
社
が
描
く
保
険
業
務
に
お
け
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
型
Ａ
Ｉ

の
展
望
を
軸
に
、
巧
妙
化
す
る
書
類
不
正
へ
の
対
策
や
、
Ａ
Ｉ
と
Ｓ
Ｉ
Ｕ
（
特
別
調
査
部
門
：S

pecial In
v
estig

ation U
n
it

）
を
組
み
合
わ
せ
た
海
外
で
の
不
正
対
策
の
先
進
事
例
に
も
焦
点
を
当
て
、
保
険
会
社
の
業
務
高
度
化

に
向
け
た
最
新
動
向
を
追
う
。

　ＡＩが切り拓く保険業界の未来


